
変革のステップ

• 地域の中学生の人口が今後急減していく中で、地
域に選ばれる学校となるため、魅力的な学校づくり
に着手

出雲農林高校魅力化構想
• 校外の有識者を交え、魅力的な学校づくりを検討。
「基礎学力の充実」「専門教育の充実」「進路指導」
を柱とする方針を決定

背景と課題

実践内容

• 募集定員の上限まで生徒を確保できている

• 基礎学力と専門性を身につけた生徒が育ち始め、
進路実績も上向きに

成果と展望

「サイエンスアプローチ」　基礎学力の定着を図るための
学校設定科目。３年間を通して段階的に学び直しを継続

「課題研究」　地域の農業に関連する探究活動。大学や研
究機関、地元企業とも連携し、専門性の高い研究に取り
組む

１年生からの進路指導　生徒の進路の視野を広げ、高い
目標を持たせるために、進路検討会と面談を実施

　
島
根
県
立
出
雲
農
林
高
校
は
、
２
０
１
５
年
度
、
学

校
改
革
に
向
け
て
大
き
く
舵か

じ

を
切
っ
た
。
そ
の
き
っ
か

け
は
、
地
域
の
少
子
化
が
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と

だ
。
佐
藤
睦む

つ

也や

校
長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「本
校
は
県
内
唯
一
の
農
業
専
門
高
校
で
あ
り
、

地
域
の
農
業
や
農
業
教
育
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す

る
使
命
が
あ
り
ま
す
。生
徒
や
保
護
者
に
信
頼
さ
れ
、

選
ば
れ
続
け
る
学
校
で
あ
る
た
め
に
は
、
従
来
の
活

動
を
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
活
動
も
推
進

し
て
い
く
体
制
づ
く
り
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
」

　
そ
こ
で
、
農
業
関
連
の
研
究
機
関
や
民
間
企
業
の
職

員
と
い
っ
た
校
外
の
有
識
者
で
構
成
さ
れ
る
出
雲
農
林

島根県立今市農業学校として開
校。校訓に「耕魂　育命」を掲
げる。2016 年度に文部科学省か
ら「高校生の基礎学力の定着に
向けた学習改善のための調査研
究事業」の指定を受け、基礎学
力の定着に向けた指導のあり方
や教材開発を進めている。

設立 １９３３（昭和８）年

形態 全日制／植物科学科・環境科学科・食品科学科・動物科
 学科／共学

生徒数 １学年約 160 人

2016年度進路実績（現役のみ）　国立大は、島根大に２人が合格。
私立大は、酪農学園大、東京農業大、武庫川女子大、南九州大など
に延べ 10 人が合格。短大、専門学校進学 64 人。就職 75 人。

住所 〒 693-0046　島根県出雲市下横町 950

電話 0853-28-0321

Web site http://www.izuno.ed.jp

No.232

P R O F I L E

従
来
の
活
動
の
発
展
と

新
た
な
活
動
の
推
進
を
目
指
す

基
礎
学
力
、専
門
教
育
、

進
路
指
導
の
充
実
を
図
り
、

地
域
を
支
え
る
人
材
を
育
成

島
根
県
立
出い

ず

雲も

農
林
高
校

魅
力
的
な
学
校
づ
く
り

＊プロフィールは２０１７年３月時点のものです
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高
校
魅
力
化
推
進
委
員
会
を
設
置
。
同
校
の
現
状
や
課

題
、
改
革
案
を
委
員
に
討
議
し
て
も
ら
い
、
そ
の
結
果

を
基
に
「
出
雲
農
林
高
校
魅
力
化
構
想
」（
図
１
）
を

打
ち
出
し
た
。
柱
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
が
、「
基

礎
学
力
の
充
実
」「
専
門
教
育
の
充
実
」「
進
路
指
導
」

の
３
つ
だ
。
吉
岡
正
弘
教
頭
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
専
門
的
な
学
び
を
深
め
る
た
め
に
は
、
普
通
教

科
・
科
目
の
学
力
を
定
着
さ
せ
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
生
徒
個
々
の
能
力
や
適
性
を
把

握
し
、
そ
の
可
能
性
の
伸
張
を
図
る
た
め
に
は
、
１

年
生
か
ら
十
分
に
生
徒
の
進
路
適
性
を
検
討
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
３
つ
の
柱
そ
れ
ぞ
れ
を
充
実
さ
せ

な
が
ら
、
関
連
づ
け
の
強
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　
１
つ
め
の
柱
と
な
る
「
基
礎
学
力
の
充
実
」
の
中
核

と
な
る
活
動
は
、
学
校
設
定
科
目
「
サ
イ
エ
ン
ス
ア
プ

ロ
ー
チ
」（
以
下
、「
Ｓ
Ａ
」）
だ
。
３
年

間
を
通
し
て
段
階
的
に
学
び
直
し
を
進
め

る
。
16
年
度
の
１
年
生
で
は
、
数
学
と
英

語
で
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
マ
ナ
ト
レ
」（
＊
１
）

に
取
り
組
ま
せ
た
。「
マ
ナ
ト
レ
」
は
家

庭
学
習
な
ど
の
教
材
と
し
て
以
前
か
ら
用

い
て
い
た
が
、
数
学
と
英
語
を
苦
手
と
す

る
生
徒
が
多
い
た
め
、「
Ｓ
Ａ
」
で
導
入
。

問
題
演
習
・
自
己
採
点
に
加
え
、
教
師
が

解
説
も
行
う
こ
と
に
し
た
。
学
習
の
成
果

は
著
し
く
、
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
基
礎
力
診
断

テ
ス
ト
」（
＊
２
）
の
結
果
で
は
、
Ｇ
Ｔ

Ｚ
（
＊
３
）
が
Ｄ
ゾ
ー
ン
の
生
徒
は
半
数

近
く
減
っ
た
（
Ｐ
．38
図
２
）。

　
ま
た
、
１
年
生
の
「
Ｓ
Ａ
」
で
は
、
学

び
直
し
を
進
め
る
一
方
、
２
年
生
か
ら
始

ま
る
「
課
題
研
究
」
の
準
備
に
も
取
り
組

む
。「
課
題
研
究
」
で
は
、
農
業
に
関
す

る
専
門
的
な
研
究
を
行
う
た
め
、
研
究

テ
ー
マ
の
設
定
の
仕
方
や
文
献
の
調
べ
方

と
い
っ
た
基
礎
的
な
事
項
を
「
Ｓ
Ａ
」
で

身
に
つ
け
さ
せ
た
い
と
考
え
た
。
教
師
に
よ
る
指
導
の

ほ
か
、
大
学
や
研
究
機
関
の
研
究
者
を
学
期
に
１
回
招

き
、
研
究
と
は
何
か
、
地
域
が
今
ど
の
よ
う
な
課
題
を

抱
え
て
い
る
か
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
て
も
ら
う
。
１

年
生
の
「
Ｓ
Ａ
」
に
２
つ
の
役
割
を
担
わ
せ
る
意
図
を
、

教
務
主
任
の
黒
崎
千
春
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
生
徒
は
学
び
直
し
に
よ
っ
て
、『
や
れ
ば
で
き
る
』

と
い
う
手
応
え
を
感
じ
、
前
向
き
に
学
習
に
取
り
組

＊１　ベネッセの教材の１つ。学習力を身につける、小・中学校範囲の学び直し専用のプリント教材。　＊２　GTZ（学習到達ゾーン）という指標で生徒一人ひとりの基礎
学力の定着度と学習力、コミュニケーション特性（自我同一性）を測る、ベネッセの生活・学習指導用テスト。　＊３　学習到達ゾーンのこと。ベネッセのテストにおけ
る共通の学力評価指標。「S１」〜「D３」の 15段階があり、基礎力診断テストでは、そのうち「A２」〜「D３」で評価される。

学
習
に
対
す
る
生
徒
の
自
信
を
高
め
、

知
的
好
奇
心
を
育
む

環境整備（ICTの活用・寮の改修・記念館の活用・交通アクセス）

基礎学力の充実（学び直し・スパイラル学習・資格取得の推進）

中学生やその保護者から第１志望校として選んでもらえる魅力的な学校を創る

農
業
後
継
者
育
成
の
た
め
の
進
路
指
導

４
年
制
大
学
進
学
が
で
き
る
進
路
指
導

地域との連携強化

専門教育の充実

•産学官の連携 •人材バンク

•
•
•

県の研究機関との共同研究
各種イベント、学会での発表
農・商・工業高校との連携

課題研究の充実

•
•
•

授業評価の改善
ICTの推進
外部人材の活用

授業改革
•
•
•

GAP※の導入
農業の六次産業化
施設設備の充実

農場改革

•

•

•

ホームページ
の充実
学校紹介の
改訂
生徒による進
学説明会

PR活動

•

•

生徒、指導者
の確保
活動状況の
広報

部活動の
活性化

「出雲農林高校魅力化構想」の概念図図１

島
根
県
立
出
雲
農
林
高
校

黒
崎
千
春
　く
ろ
さ
き
・
ち
は
る

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
教
務
主

任
。「
す
べ
て
は
生
徒
の
た
め
に
と
い
う
信
念
で
教

育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

島
根
県
立
出
雲
農
林
高
校

曽
田
　稔
　そ
た
・
み
の
る

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
農
場
長
。

「
仮
説
、
観
察
、
実
験
、
考
察
、
評
価
、
修
正
の
繰

り
返
し
に
よ
り
、
高
水
準
の
研
究
が
生
ま
れ
る
」

島
根
県
立
出
雲
農
林
高
校

川
上

　弘
　か
わ
か
み
・
ひ
ろ
し

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
進
路
指

導
主
事
。「
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
教
師
ら
し

く
な
い
教
師
で
あ
り
た
い
」

島
根
県
立
出
雲
農
林
高
校
校
長

佐
藤
睦
也
　さ
と
う
・
む
つ
や

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。「
先
生

方
と
と
も
に
、『
汗
と
涙
と
感
動
の
あ
る
学
校
』
を

創
っ
て
い
き
た
い
」

島
根
県
立
出
雲
農
林
高
校
教
頭

吉
岡
正
弘
　よ
し
お
か
・
ま
さ
ひ
ろ

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。「『
学
び
』

と
は
、
聞
く
構
え
を
持
っ
て
、
人
の
思
い
を
く
み
取

り
、
自
分
自
身
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
あ
る
」

※　Good Agricultural Practice。農業生産活動の各工程の正確な実施、記録、点検及び評価を行うことによる
持続的な改善活動。　＊学校資料を基に編集部で一部改編
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ん
で
い
き
ま
す
。
並
行
し
て
『
課
題
研
究
』
へ
の
意

識
づ
け
を
重
ね
て
生
徒
の
知
的
好
奇
心
を
高
め
、『
専

門
教
育
の
充
実
』に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、
各
種
検
定
試
験
に
向
け
た
学
習
も
１
年
生
か

ら
推
奨
し
て
い
る
。

　「資
格
を
取
得
す
れ
ば
、
就
職
や
進
学
に
有
利
に

な
る
だ
け
で
な
く
、
学
習
に
対
す
る
自
信
も
高
ま
り

ま
す
。
生
徒
に
は
、『
高
い
と
思
っ
て
い
た
ハ
ー
ド

ル
も
努
力
で
乗
り
越
え
た
』
と
い
う
成
功
体
験
を
多

く
積
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
黒
崎
先
生
）

　
２
つ
め
の
柱
と
な
る「
専
門
教
育
の
充
実
」で
は
、「
課

題
研
究
」
を
重
視
す
る
。
生
徒
が
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー

プ
で
地
域
の
農
業
に
か
か
わ
る
研
究
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
全
校
生
徒
や
保
護
者
が
集
ま
る
校
内
発
表
会
な
ど

で
研
究
内
容
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
活
動

自
体
は
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
が
、「
出
雲
農
林
高

校
魅
力
化
構
想
」
に
よ
っ
て
テ
ー
マ
の
幅
を
広
げ
、
研

究
機
関
や
企
業
と
の
共
同
研
究
が
増
え
た
結
果
、
従
来

以
上
に
研
究
の
専
門
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
動
物
科
学
科
の
グ
ル
ー
プ
は
、
絶
滅
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
地
鶏
「
出
雲
コ
ー
チ
ン
」
の
種し

ゅ

卵ら
ん

を
島

根
県
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
に
提
供
し
て
も
ら
い
、
そ
の

孵ふ

化か

と
飼
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
研
究
は
同
県

庁
も
注
目
し
て
お
り
、
島
根
県
と
連
携
し
て
育
種
に
取

り
組
む
予
定
だ
。

　
ま
た
、
植
物
科
学
科
の
グ
ル
ー
プ
は
、
地
元
の
建
設

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
と
連
携
し
、
海
浜
植
物
「
ハ

マ
ボ
ウ
フ
ウ
」
の
移
植
に
よ
っ
て
、
海
岸
の
砂
の
浸
食

を
食
い
止
め
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
研
究
内
容
は
日

本
砂
丘
学
会
全
国
大
会
で
発
表
し
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
。

さ
ら
に
、
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
発
表
で
も
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

　
農
場
長
の
曽そ

田た

稔
先
生
は
、
校
内
外
の
発
表
の
場
に

立
つ
生
徒
の
姿
を
見
て
、
成
長
を
実
感
す
る
と
話
す
。

　「時
間
と
情
熱
を
か
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー

マ
で
あ
る
だ
け
に
、
生
徒
は
堂
々
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
砂
丘
学
会
全
国
大
会
で
は
研
究
者
か
ら
次
々
と

鋭
い
質
問
を
さ
れ
た
の
で
す
が
、
生
徒
は
し
っ
か
り

と
受
け
答
え
を
し
て
い
ま
し
た
」

　
基
礎
学
力
と
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
高
め
る

た
め
に
、「
ス
パ
イ
ラ
ル
学
習
」（
図
３
）
を
進
め
て
い

る
。「
ス
パ
イ
ラ
ル
学
習
」
は
、「
マ
ク
ロ
ス
パ
イ
ラ
ル
」

と
「
ミ
ク
ロ
ス
パ
イ
ラ
ル
」
か
ら
な
る
。「
マ
ク
ロ
ス

パ
イ
ラ
ル
」
と
は
、
座
学
と
実
習
、
授
業
と
家
庭
学
習

を
有
機
的
に
結
び
つ
け
る
指
導
法
で
、
知
識
・
技
能
の

定
着
を
促
す
ね
ら
い
が
あ
る
。「
ミ
ク
ロ
ス
パ
イ
ラ
ル
」

と
は
、
１
つ
の
授
業
も
し
く
は
単
元
に
、
教
師
が
教
え

る
時
間
と
生
徒
自
身
が
考
え
る
時
間
を
つ
く
る
授
業
法

で
、
知
識
を
活
用
す
る
力
を
伸
ば
す
た
め
に
取
り
入
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、「
マ
ク
ロ
ス
パ
イ
ラ
ル
」「
ミ
ク
ロ

生
徒
が
考
え
る
時
間
を
増
や
し
、

知
識
を
活
用
す
る
力
を
高
め
る

校
外
の
機
関
と
連
携
し

高
い
水
準
の
研
究
を
推
進

2016年度１年生における
「基礎力診断テスト」の成績推移

図２

「スパイラル学習」の概念図図３
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Ｄゾーンが減少

ミクロスパイラル〈１つの授業もしくは単元〉 マクロスパイラル〈学校と家庭〉

教師が
教える

生徒が
考える 基礎力、

思考力・
判断力・表現力、
モチベーション

学校での
学習

座学・実習

家庭での
学習

予習・復習 確かな
知識・技能

自立的・主体的な学びの確立

基礎力と思考力・判断力・表現力の育成

＊学校資料を基に編集部で一部改編

＊学校資料を基に編集部で作成
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ス
パ
イ
ラ
ル
」
と
も
に
、
生
徒
が
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
の
サ
イ
ク
ル
を
し
っ
か
り
回
し
、
よ
り
高
い

学
習
目
標
の
達
成
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。

　
定
期
考
査
で
も
「
ス
パ
イ
ラ
ル
学
習
」
を
重
視
し
、

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
見
る
問
題
を
全
教
科
・

科
目
で
出
題
し
て
評
価
し
て
い
る
。

　「自
分
で
学
び
を
深
め
、
考
え
る
習
慣
を
１
年
生

の
う
ち
か
ら
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
答
え
が
１
つ
で

は
な
い
テ
ー
マ
に
挑
む
こ
と
に
な
る
『
課
題
研
究
』

に
も
、
取
り
組
み
や
す
く
な
り
ま
す
」（
佐
藤
校
長
）

　「
ス
パ
イ
ラ
ル
学
習
」
の
一
環
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導

入
も
進
め
、
16
年
度
は
12
ク
ラ
ス
中
６
ク
ラ
ス
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
設
置
し
た
。
板
書
の
時
間
が
削
減
で
き

る
分
、
生
徒
が
考
え
る
時
間
を
以
前
よ
り
多
く
設
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
画
像
な
ど
を
示
し
て
解
説
す

る
こ
と
も
容
易
に
な
り
、
生
徒
の
興
味
を
引
き
つ
け
る

授
業
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
教
師
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
活
発
化
し
て
い
る
。

　「
教
科
や
学
年
、
教
職
歴
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、

先
生
方
が
自
然
に
集
ま
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
授
業

の
進
め
方
に
つ
い
て
話
し
合
う
場
面
が
よ
く
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
と
若
手
が
交
流

す
る
よ
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
」（
吉
岡
教
頭
）

　
３
つ
め
の
柱
と
な
る
「
進
路
指
導
」
で
は
、
生
徒
の

進
路
の
選
択
肢
を
増
や
し
、
高
い
目
標
を
持
た
せ
る
こ

と
に
力
を
入
れ
、
学
科
ご
と
の
進
路
検
討
会
を
１
年
生

で
１
回
、
２
年
生
で
２
回
行
っ
て
い
る
。
当
該
学
科
の

教
師
の
ほ
か
、
校
長
、
教
頭
、
進
路
指
導
部
の
教
師
、

農
場
長
、
各
学
科
長
が
出
席
し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に

つ
き
、
定
期
考
査
や
模
試
の
成
績
推
移
、
希
望
進
路
な

ど
を
共
有
。
今
後
の
指
導
の
方
向
性
を
話
し
合
う
。
進

路
指
導
主
事
の
川
上
弘
先
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「学
校
全
体
で
生
徒
の
将
来
を
考
え
る
た
め
に
、

管
理
職
を
含
む
多
く
の
教
師
が
集
ま
り
ま
す
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
進
路
指
導
の
経
験
が
少
な
い
担
任
で

も
、
生
徒
の
課
題
に
応
じ
た
声
か
け
な
ど
が
行
い
や

す
く
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
進
路
検
討
会
の
前
後
に
は
、
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
実
力
診

断
テ
ス
ト
」（
＊
４
）
の
結
果
を
活
用
し
て
、
個
人
面

談
も
し
く
は
三
者
面
談
を
行
う
。
事
前
の
面
談
で
生
徒

の
希
望
進
路
を
確
認
し
、
進
路
検
討
会
で
の
検
討
内
容

な
ど
を
、
事
後
の
面
談
で
生
徒
や
保
護
者
に
伝
え
る
と

い
う
流
れ
だ
。

　「生
徒
に
は
、
学
習
で
得
た
成
功
体
験
を
生
か
し
、

高
い
目
標
を
持
っ
て
努
力
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
生
徒
が
本
当
に
進
み
た
い
道
を
見

つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
学
進
学
を
含
め
、
進
路
に

多
く
の
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
を
１
年
生
の
う
ち
か
ら

示
し
て
い
ま
す
」（
川
上
先
生
）

　　「
出
雲
農
林
高
校
魅
力
化
構
想
」
の
成
果
は
、
生
徒

の
様
子
に
も
表
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
前
述
し
た
通
り
、

基
礎
学
力
を
定
着
さ
せ
る
生
徒
が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、

自
分
が
何
を
し
た
い
の
か
、
地
域
に
ど
の
よ
う
に
貢
献

し
た
い
の
か
な
ど
、
自
分
の
将
来
を
し
っ
か
り
考
え
る

生
徒
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
生
徒
が
成
長
を
遂
げ
、

進
路
実
現
を
図
る
姿
を
見
て
、
地
域
の
中
学
校
で
は
同

校
の
教
育
内
容
や
進
路
指
導
へ
の
評
価
を
高
め
て
い
る

と
い
う
。
地
域
か
ら
の
信
頼
が
強
ま
っ
た
結
果
、
入
学

志
望
者
数
が
向
上
し
、
募
集
定
員
上
限
ま
で
生
徒
を
確

保
で
き
て
い
る
。

　
生
徒
の
進
路
意
識
の
向
上
と
と
も
に
大
学
進
学
実
績

も
伸
び
、
17
年
度
入
試
（
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
）
で
は
、

初
め
て
全
学
科
か
ら
国
公
立
大
学
合
格
者
が
出
た
。

　「生
徒
は
、
先
輩
の
頑
張
り
か
ら
大
き
な
刺
激
を

受
け
ま
す
。
大
学
進
学
希
望
者
は
も
ち
ろ
ん
、
民
間

企
業
へ
の
就
職
や
公
務
員
を
希
望
し
て
い
る
生
徒

も
、
学
習
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
校

で
は
、
国
公
立
大
学
合
格
者
10
人
、
公
務
員
合
格
者

10
人
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
達

成
さ
れ
る
日
も
近
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
」（
川
上

先
生
）

　
同
校
の
改
革
は
今
後
も
続
く
。
例
え
ば
、
17
年
度
に

は
、
普
通
教
科
・
科
目
と
専
門
教
科
・
科
目
が
ど
の
よ

う
に
関
連
す
る
か
や
、
高
校
で
の
学
習
が
将
来
ど
の
よ

う
に
役
立
つ
か
な
ど
を
図
示
し
た
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を

作
成
し
、
進
路
指
導
な
ど
で
活
用
す
る
予
定
だ
。

　「意
義
や
目
的
を
し
っ
か
り
伝
え
、
興
味
を
引
き

つ
け
れ
ば
、
生
徒
は
自
ら
学
び
に
向
か
う
よ
う
に
な

り
ま
す
。
先
生
方
と
今
後
も
工
夫
を
重
ね
、
魅
力
あ

る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」（
佐
藤
校
長
）

島根県立出雲農林高校

先
輩
の
姿
か
ら
刺
激
を
受
け
、

学
習
意
欲
を
高
め
る
生
徒
た
ち

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
進
路
を

学
校
全
体
で
検
討
す
る
体
制
の
整
備

＊４　ベネッセの模試「進路マップ」の 1つで、教科書レベルを中心に基礎学力を測るテスト。
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